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In this study, we analyzed GPS observation data in Langhovde for 10 years by GAMIT/GLOBK (version 10.35) software. As 
the result, there is very little horizontal crustal movement with respect to Syowa. But there is 1mm/yr uplift rate vertical crustal 








ラーパネル、風力発電装置等で構成され、データ取得間隔は 120秒、1日に 1ファイルを生成し、収録装置に 1年
間のデータを保存していた。観測データは、夏期間に 1年分のデータを回収し、日本に持ち帰っている。 
その後、GPS固定観測装置は様々な改良が施され、欠測がほとんどない通年の観測を実現することができた。
主な改良点としては、第 44次観測隊（2002-04）でのデータ容量が大きく省電力である GPS受信機（Trimble 
5700）への交換（これによりデータ取得間隔は 30秒に変更）、第 46次観測隊（2004-06）でのキャパシタを利用
した電源システムの導入（Morita,2005）、第 47次観測隊（2005-07）でのキャパシタの増設（Okamura et al., 
2006） 等である。 






















Figure 1.  A decade of crustal movement in Langhovde with respect to Syowa. 
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